
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 

 下津町大崎地区に「げんき大崎館・かざまち」が設置（H27 年）されて以来、毎週土曜日

の「朝市（新鮮な地元農水産物と地元原料に拘った手作りのお惣菜等を販売）」や各種体験

交流イベントの開催など、地域内経済の循環をはじめ地区内外の住民にとって貴重な交流

の場を提供してきた。しかし、著しい高齢化の進行により、交流人口・関係人口を増やすこ

とが急務であるとの認識から、大学生など「よそ者・若者」の目線から地域の資源を再発見

することの必要を痛感し、LIP 参加学生と協働でのプロジェクトの立ち上げを企画した。 

 

2．活動の内容 

コロナ禍で学生の対面型での活動が大きく制約を受ける中、現地の受入事務局を担当す

る「地域おこし協力隊員」とのオンラインでのミーティングを積み重ね、コロナ収束後の域

学連携活動の再開に向けた「基礎調査」として、①観光学部学生を対象とした大崎地区の取

り組みに対する認知度アンケート調査（Web）、②朝市等の訪問客を対象とする地域資源の

魅力に対するアンケート調査（留め置き回収方式）の実施に向けた活動に取り組んでいる。 

 

3．活動を通じて 

当初から複数年度での活動が提案されていたことから、今年度のみで成果を上げて完結

させようといった焦りを持つことなく、多少の制約があったとしても、オンラインとはいえ

次年度以降に繋がるような現地受入事務局との密度の濃い意見交換が行われたことの意義

は大きい。参加者が 1･2 年生を中心とするメンバーで構成されていた初めてのプログラム

ではあったが、逆にパイオニア精神が発揮され、参加学生たちは極めて熱心に活動した。次

年度以降の活動に大いに期待がもたれる。 

【地域の基礎データ】 

人 口：49,508 人（令和２年 12 月末現在） 

高齢化率：36.1％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：製造業、家庭日用品産業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：４名（１回生：３名、２回生：１名） 

活 動 期 間：令和２年６月～ 

担 当 教 員：藤田武弘 



 

４．成果物（ポスター） 

 

  


